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本
学
は
、
2
0
0
7
年
4
月
開

設
に
向
け
て
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
科
の
設
置
認
可
申
請

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
11
月

30
日
（
木
）
付
け
を
も
っ
て
設
置

が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
本
学
で
は
、
12
月
1
日
（
金
）

よ
り
研
究
科
紹
介
お
よ
び
2
0
0

7
年
度
入
学
試
験
要
項
を
公
開
し
、

入
学
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

21
世
紀
を
担
う
優
れ
た
科
学
技

術
人
材
を
養
成
し
、
新
し
い
知

識
・
情
報
・
科
学
技
術
が
活
動
の

基
盤
と
し
て
重
要
性
が
増
す
「
知

識
基
盤
社
会
」
の
時
代
へ
送
り
出

す
と
い
う
本
学
大
学
院
の
設
置
趣

旨
に
基
づ
き
、
魅
力
あ
る
大
学
院

教
育
の
実
践
と
研
究
の
高
度
化
へ

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
万
全
の
体

制
で
開
設
へ
取
り
組
み
ま
す
。

◆
11
月
30
日
に
設
置
認
可
、
来
春
開
設
へ
準
備
も
整
う
本
学
大
学
院

●
2
0
0
6
年
度

学
内
奨
学
金
の
選
考
が
終
る

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
関
連
の
お
知
ら
せ

成
績
優
秀
者
に
対
し
、
次
の
通
り
学
内
奨
学
生
と
し
て
選
考

い
た
し
ま
し
た
。

【
長
浜
バ
イ
オ
大
学
学
内
奨
学
金
】

（
2
回
生
）
太
田

惠
美
、
平
井

琢
也
、
結
城

徹

（
3
回
生
）
石
野

早
紀
、
大
鹿

史
博
、
藤
川

徹
也

（
4
回
生
）
小
栗

将
照
、
川
畑

隆
司
、
執
行

隆
司

【
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
株
式
会
社
奨
学
金
】

（
1
回
生
）
岸
田

祐
樹
、
姜

嵩
岩

（
2
回
生
）
伊
藤

和
也

（
3
回
生
）
大
前

薫

（
4
回
生
）
久
保

晴
子

※
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
株
式
会
社
奨
学
金
は
、
将
来
の
バ
イ
オ
産
業

界
を
担
う
学
生
を
支
援
す
る
目
的
で
、
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
株
式
会

社
よ
り
本
学
に
対
し
て
援
助
い
た
だ
い
て
い
る
制
度
で
す
。

(

1)

2
0
0
7
年
3
月
卒
業
予
定
の
奨
学
生
保
護
者
の
方
へ

〜
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
〜

2
0
0
7
年
3
月
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
日
本
学
生
支

援
機
構
奨
学
金
の
返
還
説
明
会
を
、
11
月
下
旬
に
学
内
に
て
開

催
し
、
主
に
奨
学
金
の
返
還
の
重
要
性
、
返
還
誓
約
書
の
記
入

方
法
、
卒
業
後
の
返
還
手
続
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

奨
学
金
の
返
還
は
2
0
0
7
年
10
月
よ
り
始
ま
り
ま
す
が
、

返
還
の
手
続
と
し
て
「
返
還
誓
約
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
連
帯
保
証
人
・
保
証
人
を
立
て
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。
必
要
書
類
は
奨
学
生
本
人
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
の
皆
様
方
も
一
緒
に
ご
覧
頂
き
、
奨
学
金
返
還
の
重
要

学
生
生
活
情
報

開
学
4
年
目
、
大
学
完
成
年
次
で
あ
る
今
年
。
4
回
目
と
な
っ
た
命
洸
祭
も
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

し
、
ひ
と
際
寒
い
長
浜
の
地
に
、
新
し
い
年
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
就
職
内
定
率
95
％
、
他
大

学
院
へ
も
続
々
と
合
格
と
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
、
広
が
る
1
期
生
の
活
躍
の
ス
テ
ー
ジ
。
本
学
大
学

院
も
11
月
末
に
認
可
さ
れ
、
来
春
開
設
に
向
け
て
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
大
き
な
花
の
咲
く
春
が
、

今
か
ら
待
ち
遠
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

〈2007年度入学試験日程〉

（注）筆記試験を行う場合、1/25（木）に実施。

入学試験区分 出願期間 試験日 合格発表日

学内進学 12/4（月）～12/8（金） 12/25（月） 1/15（月）

一般 1/25（木）・26（金）

外国人留学生 12/18（月）～1/12（金） （注） 2/2（金）

社会人 1/25（木）

大
学
院
棟
の
名
称
が
決
定
！

4
月
開
設
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て
い
る

大
学
院
棟
の
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

大
学
院
棟
は
、
本
学
の
学
棟
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
「
命
（
い
の
ち
）」
と
、
こ
こ
湖
北

の
地
に
あ
り
、
ま
た
建
物
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の

北
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、「
命
北
館
」
と
命

名
し
ま
し
た
。
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11
月
30
日
京
都
市
下
京
区
の
シ

ル
ク
ホ
ー
ル
で
本
学
と
バ
イ
オ
カ
レ

ッ
ジ
京
都
が
共
催
し
、「
バ
イ
オ
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
―
『
生
命
を
育
む
バ
イ

オ
』」講
演
会
と
パ
ネ
ル
討
論
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
に
、J
T
生
命
誌
研
究
館
館

長
の
中
村
桂
子
先
生
を
迎
え
、「
〝

生
き
て
い
る
〞
を
見
つ
め
、
〝
生
き

る
〞
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、来
年
4
月
の
本
学
大
学

院
開
設
と
バ
イ
オ
カ
レ
ッ
ジ
京
都
に

新
し
く
誕
生
す
る
農
業
創
出
工
学

科
を
記
念
し
て
開
催
し
た
も
の
で

す
。中

村
桂
子
先
生
の
講
演
後
の
パ

ネ
ル
討
論
で
は
、本
学
の
細
胞
生
命

科
学
コ
ー
ス
三
輪
正
直
教
授
が
司

会
を
務
め
、生
命
情
報
科
学
コ
ー
ス

の
大
島
一
彦
助
教
授
、
環
境
生
命

科
学
コ
ー
ス
の
向
由
起
夫
助
教
授

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。
話

は
、
中
村
先
生
の「
生
命
誌
」
と
い

う
考
え
方
か
ら「
愛（
め
）づ
る
」
と

い
う
言
葉
の
持
つ
大
き
な
意
味
、そ

れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
考
え
る
環
境

問
題
や
教
育
問
題
な
ど
に
ま
で
及

び
ま
し
た
。

当
日
は
、平
日
の
夜
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
本
学
や
バ
イ
オ
カ
レ
ッ
ジ
京

都
の
学
生
、一
般
市
民
な
ど
約
5
0

0
人
が
出
席
し
、先
生
方
の
意
見
に

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

（
8
、
9
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

◆
「
生
命
を
育
む
バ
イ
オ
」
講
演
会
を
開
催

●本学が長浜信用金庫と
産学連携推進協定を締結

本学は１０月４日、長浜信用金庫との産学連携推

進協定を締結しました。

協定の主な内容は、長浜信用金庫の取引先を

中心とする滋賀県内の中小企業を対象に、長浜

信用金庫と本学の産官学共同研究事業開発セン

ターが連携し、本学との共同研究や受託研究の

推進、新事業創出のための技術移転等の事業を

実施していくというものです。

この協定締結によって、産学連携の下、地域

社会における技術開発、技術教育等の支援が加

速し、地域の産業振興の取り組みが一層推進さ

れることになるでしょう。

本学は、同じ趣旨と目的をうたった連携協定

を滋賀県、長浜市とも結んでいます。また、滋

賀銀行の「産学官金」の英知を集結してニュー

ビジネスを育てる支援ネットワーク「野の花応

援団」にも参加しています。今後、これらの協

定を生かした活発な地域との連携の広がりが期

待されています。

●2006年度・後期学年暦について 性
や
連
帯
保
証
人
・
保
証
人
に
つ
い
て
の
理
解
を
共
に
深
め
て

下
さ
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
返
還
誓
約
書
の
提
出
締
切
は
2
0
0
7
年
1
月
15
日

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
で
き
ま
す

よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
方
も
ご
周
知
く
だ
さ
い
。

卒
業
後
、
大
学
院
進
学
さ
れ
る
奨
学
生
は
、
進
学
先
に
「
在

学
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
大
学
院
在
学
中
の
返
還
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
進
学
先
の
奨
学
金
担
当
部
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

(

2)

緊
急
・
応
急
的
に
奨
学
金
を
必
要
と
さ
れ
る
方
へ

2
0
0
6
年
度
の
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
募
集
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
が
、
家
計
支
持
者
の
失
職
・
病
気
・
事
故
等

に
よ
る
家
計
急
変
等
で
緊
急
に
奨
学
金
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
引
き
続
き
申
込
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
奨
学
金
の
種

類
は
、
第
一
種
（
緊
急
採
用
・
無
利
子
）
お
よ
び
第
二
種
（
応

急
採
用
・
有
利
子
）
で
す
。
詳
細
は
学
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害
救
助
法
適
用
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
は
ご
実
家
の
あ
る
方
で
奨
学
金
が
必
要
な
方
に
つ
き

ま
し
て
も
緊
急
・
応
急
採
用
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

学
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12月23日(土)～1月10日(水) 冬期休暇

1月11日(木)～ 後期授業再開

1月29日(月) 後期授業終了

1月30日(火)・31日(水) 後期補講

2月1日(木)～2月9日(金) 後期定期試験

3月17日(土) 学部第1回卒業式

※卒業式の詳細については、後日、
2007年3月卒業予定者および
保護者の皆様にお知らせいたし
ます。

講演する中村桂子先生
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学
生
部
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

課
外
活
動
、
奨
学
金
、
宿
舎
、
留
学
生

対
策
な
ど
の
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。

開
学
当
初
、
大
学
と
し
て
も
課
外
活

動
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、基
本
的
に
学

生
の
自
主
性
に
任
せ
る
と
い
う
方
針
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
３
年
半
前
と
比
べ
る

と
、
よ
く
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
れ
た
な
、

と
い
う
印
象
で
す
。
今
年
度
１
回
生
か

ら
４
回
生
ま
で
の
学
生
が
揃
い
、
大
学

の
主
役
の
一
つ
が
学
生
だ
と
い
う
感
じ

が
出
て
き
ま
し
た
。

学
園
祭
に
つ
い
て
も
、手
探
り
状
態
の

中
、学
生
と
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
学
園

祭
に
取
り
組
み
、そ
の
反
省
を
翌
年
に

生
か
す
、そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
大

枠
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
学
園
祭
に
限

ら
ず
他
の
こ
と
で
も
同
じ
よ
う
に
し
て
、

大
学
の
伝
統
や
カ
ラ
ー
が
で
き
上
が
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
に「
感
動
」経
験
を

た
だ
、
今
の
学
生
を
見
て
い
て
、
お
と

な
し
す
ぎ
る
と
い
う
か
、自
分
で
考
え
る

こ
と
が
不
得
手
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

今
は
簡
単
に
た
く
さ
ん
の
情
報
が
手
に

入
る
時
代
で
す
が
、本
当
に
し
び
れ
る
ほ

ど
に
感
動
す
る
と
い
う
経
験
が
無
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
た
っ
た
一
つ
の
言
葉
で
も
、
脳
裏
に

刻
み
こ
め
ば
、そ
れ
が
自
分
の
原
点
と

な
り
、
生
き
て
い
く
糧
に
も
な
り
ま
す
。

「
情
報
と
し
て
の
読
書
」だ
け
で
な
く
、学

生
時
代
に
そ
う
い
う「
古
典
と
し
て
の
読

書
」も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
の
学
問
は
、
答
え
の
決
ま
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
や
っ
て

い
る
分
野
に
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
で

す
が
、
本
来
学
問
と
は
、
複
雑
な
人
間

社
会
を
様
々
な
角
度
か
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
際
化
・
総
合
化
に

も
、若
い
学
生
諸
君
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
専
門
の
学
問
だ
け

で
な
く
、課
外
活
動
や
、専
門
以
外
の
分

野
に
も
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、広
い
視
野

と
、自
分
で
考
え
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
の
町
長
浜
で
学
ぶ
意
義

滋
賀
県
や
長
浜
市
、
地
域
の
支
援
を

受
け
て
開
学
し
た
本
学
ら
し
く
、
地
域

の
方
々
に
は
本
学
の
学
生
を
気
持
ち
よ

く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、バ
イ
オ
産
業
の
中
心

地
と
し
て
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
作
り

上
げ
て
い
く
の
だ
と
い
う
気
概
、パ
イ
オ

ニ
ア
精
神
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。一

方
で
長
浜
の
町
に
は
、
中
世
以
来

の
民
俗
行
事
な
ど
、
文
化
や
伝
統
が
色

濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
町
を
散
策
し
た

り
、琵
琶
湖
巡
り
を
す
る
の
も
い
い
で
し

ょ
う
。
本
や
大
学
で
の
勉
強
だ
け
で
な

く
、フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
行
き
、
文
化
を

吸
収
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
人
間
の
様
々
な
営
み
に
よ
っ

て
こ
の
世
界
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、実
感
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

開学以来の学生の自主活動はどのようなものだったか、学生
時代に大切なこととは何か。学生部長の佐藤宗諄先生に伺い
ました。

自
然
科
学
に
疎
い
私
が
最
近
読
ん
で
、
学

ぶ
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
冊

で
、
寺
田
寅
彦
の
随
筆
の
現
代
版
。
冒
頭

の「
河
原
の
石
ひ
と
つ
に
も
宇
宙
の
全
過
程

が
刻
印
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
奥
泉
光
の
引

用
が
象
徴
的
で
あ
る
。
奇
術
・
豆
腐
・
花
火

あ
る
い
は
映
画
な
ど
身
近
な
事
柄
を
側
に

し
な
が
ら
、
免
疫
の
こ
と
、
自
然
の
形
態
形

成
の
豊
か
さ
、
宇
宙
の
歴
史
へ
と
話
は
展
開

す
る
。
そ
の
な
か
で
、
〝
驚
く
心
か
ら
科

学
は
生
ま
れ
る
〞
と
か
、
〝
科
学
的
精
神

と
は
、
感
覚
と
経
験
と
論
理
的
思
考
に
よ

っ
て
現
象
を
合
理
的
に
説
明
す
る
精
神
で

あ
る
〞
と
か
〝
自
然
の
理
解
は
単
な
る
自

然
法
則
だ
け
で
は
す
ま
な
い
〞
と
指
摘
す

る
。
ど
の
こ
と
ば
も
平
易
で
あ
る
が
、
科

学
を
学
ぶ
精
神
を
語
っ
て
鮮
や
か
で
あ
る
。

本
当
の
学
問
は
高
度
な
内
容
を
易
し
く
語

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
主
題
は
ち
が
う
が
、

学
生
時
代
に
手
に
し
た
吉
野
源
三
郎『
君
た

ち
は
ど
う
生
き
る
か
』（
岩
波
文
庫
）を
想
起

し
た
。
そ
こ
で
は
人
間
と
し
て
の
モ
ラ
ル

も
易
し
く
、
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
た
。

佐
藤
先
生
推
薦
の
本

『
自
然
を
つ
か
む
７
話
』（
木
村
龍
治
著
、

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
2
0
0
3
年
）

学
生
の
力
で
作
り
上
げ
て
き
た

課
外
活
動
と
命
洸
祭

｢活発化する本学学生の
自主活動｣

佐藤学生部長が語る

｢活発化する本学学生の
自主活動｣
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11月4日、5日の2日間、第4回目となる命洸祭が
開催されました。その様子を報告します。

学生生活
トピックス
School life Topics

命
洸
祭
実
行
委
員
会

委
員
長

脇
本
浩
史
さ
ん

（
３
回
生
・
神
奈
川
・
大
船
高
校
出
身
）

今
年
の
命
洸
祭
で
は「
前
例
に

囚
わ
れ
な
い
学
園
祭
創
り
」を
テ

ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
今
ま
で
に
無

い
数
多
く
の
挑
戦
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
故
に
学
祭
の
運
営

が
非
常
に
困
難
な
も
の
と
な
り
、

多
く
の
方
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
こ
の
場
を

借
り
て
お
詫
び
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は
得
ら

れ
た
経
験
も
大
き
く
、
命
洸
祭

の
足
跡
に
新
し
い
カ
タ
チ
を
残

せ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
命
洸
祭
で
は
2
回
生

が
各
部
署
の
主
戦
力
と
な
り
、

僕
ら
3
回
生
と
遜
色
な
い
働
き

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年

は
今
ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
糧

に
、
第
五
回
命
洸
祭
を
自
分
た

ち
の
色
で
染
め
上
げ
、
今
年
と
は

ま
た
違
う「
挑
戦
」を
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い

経
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
命
洸
祭

を
、
僕
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

実
行
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

1回生から4回生まで全学年が揃った初の学園祭
「命洸祭」に輝かしい足跡

新
し
い「
カ
タ
チ
」が
見
え
た

全
学
年
が
揃
っ
て
初
の
学
園
祭

今年のテーマは「FUNKY FEAST ～
Breaking the common～」。
すでにバイオ大学の定番となったバイオ実験

では、子供たちに大人気のスライムやオリジナル
ロウソク作りなど、異なる3つの実験を用意。参
加者は熱心に、指導する学生たちの説明に
聞き入っていました。
今年度、命洸祭の目玉は2日目の

「女装コンテスト」と、麒麟をゲストに
迎えての「吉本お笑いライブ」。女装
コンテストでは、様々なコスチューム
に身を包んだ男子学生が得意の一芸
で観客にアピール。舞台から飛び降り、
観客席へ…といったハプニングもあり、大
いに盛り上がりました。命洸祭最後のイベン
トとなった吉本お笑いライブでは、600人を越
える観客が中庭に集まり、バイオをネタにしたト
ークや、コントにひと際大きな笑い声が響いて
いました。
秋空の下、本学や他大学の学生を始め、長浜

市民など多くの家族連れで溢れ、賑やかな2日
間となりました。
★本学ホームページでも、第四回命洸祭の様子
を公開しています！

URL  http://www.nagahama-i-bio.ac.jp/

4回目を迎えた

命洸祭
4回目を迎えた

命洸祭

「音楽」という垣根を越えた熱いライブ!!

得意のギターでアピール

今年の目玉
「女装コンテスト」

美しく、可愛く大変身！
中夜祭での熱気溢れるダンスステージ

湖北の学生ダンサーが大集合



ラグビー部

平成18年5月28日（日）長浜
市神照運動公園市民競技場に於い
て、滋賀県から8チーム、大阪か
ら2チームを招待し、第1回琵琶
湖CUPを長浜バイオ大学ラグビ
ー部の主催により開催しました。
琵琶湖CUPとはタッチフットの
大会で、タッチフットとは簡単に説
明すると、ラグビーからタックル
等の激しいプレーやスクラム・ラ
インアウト等の専門的なプレーを
除いたゲームで、大人から子供、
女性まで一緒に楽しめる競技です。ラグビーの練習にも取
り入れられています。現在、湖北地区でのラグビー人口は
非常に少なく、イベント（あらゆるカテゴリーの公式戦）も
行われていません。高校で2校、大学で2校、社会人・ク
ラブチームに至っては0チームという状態です。我々は、
ラグビーから色々な事を教えられ、成長させてもらってい
ます。我々が、琵琶湖CUPを開催し続けることにより、湖
北地区の皆様に少しでもラグビーに対し、興味を持ってい
ただき、結果、ラグビーの競技人口が増加すれば嬉しく思
います。
ラガーマンの精神を表す言葉で「ONE FOR ALL ・

ALL FOR ONE」というものがあります。我々は大学のチー
ムではありますが、選手達には、ラガーマンであると同時
に、良き大人であれと言い続けています。練習を重ね、試
合で結果を出すことはもちろん、長浜で滋賀県最北に存在
するチームとして何が出来るか、何をするべきかというこ
とを考え続ける団体でありたいと思っています。

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
取
り
組
み
か
ら

命
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監督・大澤　憲司さん（3回生）

琵琶湖CUP開催と目指すべき姿

地域での活動記録 学生たちの活動の一部を紹介します。

学生たちの活躍から地域に開かれた大学へ
本学ラグビー部主催で『琵琶湖CUP』を開催！

滋賀県ラグビーフットボール協会　理事
近江高校ラグビー部　顧問

吉田　武史様

滋賀県ラグビーフットボール協会様からのメッセージ

ラグビーは誰にでもできる、本当に親しみやすく、そして
奥の深いスポーツです。ラガーマンはいつまでもラガーマン
であり続け、固い絆と結びつきは世代も距離も飛び越えます。
そのことを見事に実証してくれたのが、琵琶湖カップである
と私は考えています。
タッチフット形式という親しみやすいルールにすることに

よって幅広い年代の参加を可能にし、また関西の強豪クラブ
チームを招くことにより、白熱したハイレベルのゲームも展
開しました。このような大会が湖北地方で開催されたことは、
滋賀県ラグビー界においても画期的なことでした。今後もこ
の大会が続くこと、そしてその中心にある、貴学長浜バイオ
大学ラグビー部の今後のご活躍を願ってやみません。

7月8日 米原市立近江西保育園
8月1日 滋賀県立虎姫高校
9月26日 米原市立柏原中学校

7月22日　長浜市立長浜小学校
7月29日　長浜市立六荘幼稚園の夕涼会

吹奏楽部　
依頼演奏

Cell部　
出張講義＆

実験
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自
然
も
人
間
も
、
影
響
し
合
う
か
ら
こ
そ
面
白
い
！

生
ご
み
堆
肥
化
実
験
「
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

自
然
も
人
間
も
、
影
響
し
合
う
か
ら
こ
そ
面
白
い
！

生
ご
み
堆
肥
化
実
験
「
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｎ
は「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
」と「
生
ご
み
」の
Ｎ
。
そ
の
活
動
内
容
を
向
由
起
夫
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

コンポストの中。ごみが堆肥に変わりつつある。

昨
年
７
月
、
向
先
生
が

「
環
境
微
生
物
学
」の
授
業
で
、

体
験
学
習
を
呼
び
か
け
た
の
が

Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
。
当
時
の

受
講
生
20
人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。
現

在
は
今
年
の
受
講
生
が
中
心
で
す
。

漬
け
物
樽
の
底
を
抜
い
て
土
に
か
ぶ

せ
、
学
生
食
堂
で
出
た
生
ご
み
と
、
微
生

物
製
剤
、水
分
調
節
の
た
め
の
お
が
く
ず

を
入
れ
ま
す
。
毎
日
混
ぜ
て
い
く
と
、１
週

間
ほ
ど
で
変
化
が
現
れ
、３
週
間
で
堆
肥

に
な
り
ま
す
。
微
生
物
製
剤
と
は
、に
お

い
を
出
さ
な
い
、
早
く
分
解
す
る
な
ど
、

堆
肥
化
に
有
用
な

微
生
物
を
多
く
含

ん
だ
も
の
で
、
向

先
生
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
企
業
と
そ
の

改
良
を
共
同
研
究

し
て
い
ま
す
。

厄
介
な
の
は
気

候
で
す
。
一
回
目

の
昨
年
の
冬
は
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

に
雨
水
が
入
っ
た

り
、雪
で
コ
ン
ポ
ス

ト
の
管
理
が
で
き

ず
、
失
敗
。

今
年
の
春
は
堆

肥
化
に
成
功
し
、

そ
の
堆
肥
を
有
効

利
用
し
よ
う
と
、

小
さ
な
畑
を
作

「Nプロジェクト」のメンバー

コンポストの「仕込み」の様子

生ごみに、微生物製剤を吹きかける
収穫されたトマト

り
、
実
っ
た
プ
チ
ト
マ
ト
は
甘
く
て
お
い

し
い
と
大
好
評
で
し
た
。
し
か
し
堆
肥
に

ど
ん
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り

わ
か
ら
ず
、課
題
は
来
年
に
持
ち
越
し
と

な
り
ま
し
た
。

多
様
な
生
物
が
生
き
る
自
然
界
は

「
宝
の
山
」

も
と
も
と
酵
母
を
専
門
に
研
究
さ
れ

て
い
た
向
先
生
。
培
養
中
に
他
の
菌
が

混
じ
る
こ
と
は
大
変
な
失
敗
で
す
。
し
か

し
、
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
ポ
ス
ト
で

は
、製
剤
の
中
、ご
み
の
中
、土
の
中
、あ

ら
ゆ
る
微
生
物
が
集
ま
り
、
影
響
し
合

い
な
が
ら
分
解
を
し
て
い
ま
す
。
自
然
は

ま
さ
に「
宝
の
山
」で
す
。

大
き
な
目
標
は
、大
学
か
ら
出
る
ご
み

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、

「
も
っ
と
多
く
の
学
生
が
参
加
し
、
よ
り

自
主
的
に
考
え
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

進
め
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
す
。

学
生
の
自
主
性
を
大
切
に

「
楽
し
い
の
は
、み
ん
な
で
議
論
す
る
こ

と
」と
向
先
生
。
そ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

教
育
的
目
的
で
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
の
大
き

さ
を
決
め
る
だ
け
で
も
、ご
み
の
量
、実
験

の
規
模
等
、
議
論
し
て
決
め
ま
す
。

「
講
義
は
一
方
通
行
で
、
一
人
ひ
と
り

の
学
生
と
話
を
す
る
の
は
難
し
い
。
学
生

が
何
を
感
じ
て
い
て
、ど
う
し
た
い
の
か
、

声
を
出
せ
る
こ
と
が
重
要
。
将
来
就
職
し

た
り
、研
究
者
に
な
っ
た
時
、１
対
１
で
議

論
す
る
こ
と
が
最
終
的
に
大
事
に
な
る
。

そ
の
練
習
に
な
れ
ば
。」と
向
先
生
。
メ
ン

バ
ー
の
学
生
同
士
、学
生
と
先
生
と
の
交

流
も
盛
ん
で
、そ
れ
も
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

ス
タ
ー
ト
は
講
義
か
ら
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生
命
を
育
む
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て

11
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
バ
イ
オ
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
生
命
（
い
の
ち
）
を
育

む
バ
イ
オ
」
講
演
と
パ
ネ
ル
討
論
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
本
学
下
西
康
嗣
学
長
に
よ
る

開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
第
一
部
は
J
T

生
命
誌
研
究
館
館
長
の
中
村
桂
子
先
生

を
講
師
に
迎
え
た
講
演
、第
二
部
の
パ
ネ

ル
討
論
で
は
、
本
学
の
三
輪
正
直
先
生

を
進
行
役
に
、
大
島
一
彦
先
生
と
向
由

起
夫
先
生
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
、

中
村
先
生
を
交
え
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

中
村
先
生
は「
〝
生
き
て
い
る
〞
を
見

つ
め
〝
生
き
る
〞
を
考
え
る
」
と
題
し

て
、38
億
年
の「
生
き
も
の
」の
進
化
を
見

て
い
く
上
で「
普
遍
性
」と「
多
様
性
」の

両
方
を
見
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
経
済

や
競
争
の
原
理
に
と
ら
わ
れ
た「
生
き
に

く
い
状
況
」か
ら
、心
豊
か
に「
生
き
て
い

る
」こ
と
を
見
つ
め
、
生
き
も
の
と
し
て

の
人
間
を
回
復
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
「
愛（
め
）づ
る
」こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
「
生
き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を

説
か
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、会
場
の
参
加
者
か

ら
の
質
問
も
受
け
て
、
医
療
、
環
境
、
情

報
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
、生
命

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

の
可
能
性
に
つ
い
て
の
意
見
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

三
輪
正
直
教
授

細
胞
生
命
科
学
コ
ー
ス

日常の生活

感覚で感じと

り、自分の頭

で考え、結果の善悪を問わず自分の行動

に責任を持つということの大切さを強調

された講演であった。会場で回収した予

想以上の数のアンケート（46通）では、

興味を持った質問項目として「生きもの

を愛づる（8通）」、「イチジクとはちと

の共進化（7通）」、「科学万能主義から

の脱却は、果たして可能か？（6通）」

等と多岐にわたったが、後半のパネル討

論では大学教育にまで討論が及び白熱し

た。ともすれば効率主義や、科学万能主

義に毒されそうになる我々が、今こそ考

え直すべきときであると感じた講演会で

あり、長浜バイオ大学の大学院開設記念

として相応しいバイオ市民フォーラムで

あった。

パネル討論する中村先生

講演を聞く参加者

大
島
一
彦
助
教
授

生
命
情
報
科
学
コ
ー
ス

中村さんの講

演を聴くのは初

めてで、どのよ

うな話しが伺えるのか楽しみにして臨ん

だ。イチジクとハチの共進化についての

研究紹介、普遍性と多様性に象徴される

生命研究の本質、20・21世紀の科学・

技術から観た文明論、21世紀の第二の

ルネッサンスに向けた提言、等々大変興

味深かった。中でも、ゲノムには生物の

多様性と普遍性が共に体現されていると

いう見方や、科学の本質は対象を愛ずる

ことにあるというご指摘には、同じ科学

者として、意を強くすると同時に襟を正

すべきものを感じた。座談会では、中村

さんが今後のテクノロジーの方向性を考

えるヒントとして挙げられた循環・組合

せ・可塑性が、大学教育においても有意

義であろうことを申し上げた。

向
由
起
夫
助
教
授

環
境
生
命
科
学
コ
ー
ス

中村先生の

お話を聞いて、

私が生物学を

志したときを思い出した。私は高校生の

ときに「生」と「死」について悩み、文

学書や哲学書を読んでも解決することは

できなかった。ゲノムによって生命を説

明することができるようになると何かの

書物で読み、科学によって「生きている」

を知りたいと考えた。中村先生は、生物

を知ることによって、人間としてどのよ

うに生きるのかを問われていたように思

う。学会での発表のように科学データを

示し、このようなことがわかりましたと

結論付けられてから、さらに「考えてく

ださい！」と力強いメッセージを投げら

れた。研究室の学生に言い続けている

「考える」を私自身やり直してみようと

思う。

バイオ市民フォーラム「生命を育むバイオ」講演会とパネル討論を開催

―
講
演
と
パ
ネ
ル
討
論
の
主
な
内
容
―

生
命
を
育
む
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て

2006.D
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〝
生
き
て
い
る
〞
を
見
つ
め
、〝
生
き
る
〞を
考
え
る

―
―
中
村
桂
子
先
生
の
講
演
（
要
旨
）

人
間
も「
生
命
誌
」の
中
に

と
も
に
進
化
し
、
生
命
を
育
む

利
便
性
と
継
続
性

普
遍
性
と
多
様
性

「
愛(

め)

づ
る
」と
い
う
こ
と

生
命
誌
は
、英
語
で
〝B
iohistory

〞
。

生
命
誌
絵
巻
（
写
真
）
に
あ
る
よ
う

に
、
多
様
な
「
生
き
も
の
」
は
一
つ
の

祖
先
か
ら
38
億
年
と
い
う
長
い
時
間
の

中
で
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
す

べ
て
の
生
き
も
の
は
仲
間
な
の
で
す
。

現
存
生
物
の
D
N
A
（
ゲ
ノ
ム
）
か

ら
、
全
生
物
の
歴
史
と
関
係
を
読
む
の

が
生
命
誌
で
す
。
新
し
い
技
術
を
考
え

る
の
は
人
間
の
特
徴
で
す
が
、
私
た
ち

も
「
生
き
も
の
」
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
基
本
に
置
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

生
き
も
の
の
関
係
の
典
型
例
と
し

て
、
熱
帯
雨
林
の
イ
チ
ジ
ク
と
「
イ
チ

ジ
ク
コ
バ
チ
」
を
例
に
考
え
ま
す
。
ハ

チ
は
イ
チ
ジ
ク
の
花
の
中
で
繁
殖
し
、

花
粉
を
運
び
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

イ
チ
ジ
ク
は
実
を
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
イ
チ
ジ
ク
と
ハ
チ
、
そ
れ

ぞ
れ
約
7
0
0
種
類
あ
る
の
で
す
が
、

両
者
の
関
係
は
、
原
則
一
対
一
で
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
ハ
チ
と
イ
チ
ジ
ク
は
数

億
年
か
け
て
「
共
進
化
」
し
て
き
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
う
し
て
小
さ
な

生
き
も
の
が
共
に
進
化
し
共
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
、
大
き
な
森
の
基
礎
、
つ

ま
り
私
た
ち
が
生
き
る
世
界
の
基
礎
を

作
っ
て
い
る
の
で
す
。

20
世
紀
は
、『
機
械
と
火
』
の
時
代

で
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
機
械
と
同

じ
よ
う
に
考
え
、
便
利
さ
を
追
求
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
が
人
口
の
爆
発
的
な

増
加
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
の
増
加

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
「
ア
テ
ネ
の
学
堂
」

（
写
真
）
と
い
う
絵
が
あ
り
ま
す
。
左

側
に
プ
ラ
ト
ン
、
右
側
に
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
。
プ
ラ
ト
ン
は
普
遍
性
を
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
は
多
様
性
を
表
し
て
い
ま

す
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
こ
の
二
人
を
同
じ

大
き
さ
で
描
い
て
お
り
、
普
遍
性
も
多

様
性
も
同
じ
よ
う
に
大
事
だ
と
、
両
方

に
目
配
り
し
な
い
と
物
事
の
本
質
は
捉

え
ら
れ
な
い
と
、
私
た
ち
に
語
り
か
け

て
い
る
の
で
す
。

事
実
生
き
も
の
は
、
普
遍
で
あ
り
多

様
で
す
。
生
命
誌
は
ゲ
ノ
ム
を
基
本
に

歴
史
と
関
係
を
解
く
と
言
い
ま
し
た

が
、
ゲ
ノ
ム
は
ま
た
普
遍
性
と
多
様
性

を
同
時
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
有
効

な
切
り
口
で
す
。

現
代
科
学
技
術
社
会
の
問
題
点
は
、

科
学
技
術
が
全
て
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
生
き
て
い
る
を
見
つ
め
、
生

き
も
の
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
新
し
い
価

値
、
新
し
い
技
術
を
作
り
出
す
こ
と

が
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
必
要
で
す
。

平
安
時
代
に
書
か
れ
た
「
堤
中
納
言

物
語
」の
中
に『
蟲
愛
づ
る
姫
君
』
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
す
。
毛
虫
を
か
わ
い

が
る
姫
君
を
周
り
の
人
は
奇
妙
だ
と

言
い
ま
す
が
、
こ
の
姫
君
に
は
力
強
く

生
き
て
い
る
毛
虫
の
美
し
さ
、
命
の
本

質
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

本
当
に
〝
生
き
て
い
る
〞
を
見
つ

め
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
愛
。
こ
れ
が
、「
愛
づ
る
」
な
の

で
す
。

長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
の
研
究
も
、

「
生
き
て
い
る
」
を
見
つ
め
、
基
本
に

「
愛
づ
る
」こ
と
を
置
い
た
上
で
、
新
し

い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
。『
生
き
も
の
』
を
機
械
と
見
な

し
、
科
学
技
術
の
対
象
と
し
て
操
作
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
き
も
の
は
時
を

紡
ぐ
も
の
で
あ
り
、
利
便
性
に
は
合
い

ま
せ
ん
。
生
き
も
の
が
も
つ
性
質
の
基

本
は
継
続
性
で
す
。
21
世
紀
は
利
便
性

の
追
求
で
は
な
く
、
継
続
性
を
考
え
る

時
だ
と
思
い
ま
す
。

JT生命誌研究館の「生命誌絵巻」

ラファエロの「アテネ
の学堂」の一部

※写真はいずれもJT生命誌研究館ホームページより
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第
四
回
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
関
す
る
国
際

会
議「
拡
大
す
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
研
究
の

最
前
線
を
求
め
て
」見
聞
録

細
胞
組
織
構
造
学
研
究
室

４
回
生

篠
原
友
樹
さ
ん

（
三
重
・
津
高
校
出
身
）

国
内
外
の
気
鋭
の
研
究
者
が
集
い
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ

ー
の
機
構
・
制
御
・
破
綻
に
つ
い
て
解
析
を
行
い
、

成
果
を
発
表
す
る
国
際
会
議
が
、
10
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
、
4
回
生
の
篠
原
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

学
会
で
の
生
活
は
、
朝
は
９
時
か
ら
夜
は
20
時
〜
22
時

ま
で
と
、
ま
さ
に
「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
漬
け
」。
世
界
中
の

研
究
者
の
最
新
発
表
を
聴
き
、
話
の
70
％
以
上
は
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
が
、
理
解
で
き
る
断
片
的
な
単
語
と
図
や
グ

ラ
フ
か
ら
内
容
を
推
察
し
た
。
途
中〝E

xc
u
rs
io
n

〞と

い
う
小
旅
行
が
あ
っ
た
り
、
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ

っ
た
り
と
、
充
実
し
た
5
日
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
会
で
の
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
一
つ
は
、
近
藤
精

二
、
靖
子
両
先
生
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
お
二
人
は
ア
メ

リ
カ
で
臨
床
医
と
し
て
、
研
究
結
果
を
実
際
の
医
療
に
応

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
生
物
学
の
分
野
で

直
接
人
々
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
私
の
夢
を
、
ま
さ
に

具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
先
生
に
は
、
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
で
の
動
き
、
研
究
に
臨
む
姿
勢

な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
私
の
稚

拙
な
質
問
に
も
快

く
答
え
て
い
た
だ

き
、
学
会
に
参
加

し
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
感
じ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
が
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
…
そ

ん
な
５
日
間
を
感

じ
て
、
学
会
で
の

勉
強
以
上
の
宝
物

を
い
た
だ
い
た
気

が
し
た
の
で
あ
る
。

あ
り
が
と
う
、
み

ん
な
！

「Nature」6月号で、山本章嗣先生の論文が
取り上げられました！
科学技術の最新の重要論文を掲載しているイギリスの科学雑誌「Nature」。
6月15日号に、本学の細胞生命科学コース山本章嗣教授らのグループの共
同研究論文が掲載されました。山本先生に今回の論文の要旨を伺いました。

オートファジーとは“自分を食べる”という意味で、細胞が

自身のオルガネラやタンパク質をまとめて分解する機構を

いいます。飢餓下の細胞では、オートファジーが起こり、栄

養素が自給自足されることが知られています。我々哺乳類

は出生時に胎盤栄養からミルク栄養へ移行する必要があり

ますが、オートファジーに必須の遺伝子をノックアウトした

マウスではこの移行期に直面する飢餓を乗り越えることが

できず、死んでしまいます。（Kuma et al, Nature 432, 1032-

1036,2004で報告しました）このため、脳をはじめとする様々

な組織・器官でオートファジーがどのような役割を果している

かは通常のノックアウトマウスでは解析できませんでした。

今回、東京医科歯科大学・水島昇教授を中心とする私たち

のグループは、神経細胞特異的ノックアウトの手法を用いて、

神経細胞のみでオートファジーの能力を欠如するマウスを作

製しました。このマウスはほぼ正常に生まれてきますが、徐々

に神経細胞内に異常タンパク質が蓄積し、神経細胞の一部

が変性・脱落することが明らかになりました。生後4週目頃か

らは進行性の運動障害も観察されるようになります。

これらの研究結果は、オートファジーが実際に神経細胞内

の掃除屋として極めて重要であり、それによって神経変性を

日常的に防止していることをはじめて動物実験で示したもの

です。異常タンパク質の蓄積は、アルツハイマー病やパーキ

ンソン病などの多くの神経変性疾患に共通する特徴のひと

つでもあります。今回の成果はこれらの疾患の病態形成や治

療戦略につながっていくものであると考えています。

▲上：マウスの足跡。ノック
アウトマウスは歩行に異常が
見られる。下；正常マウスは
しっぽでつり下げられると後
ろ足を伸ばすが、ノックアウ
トマウスでは引っ込めてしま
う。

▲上：神経細胞内に蓄積した
異常タンパク質が粒状に見え
る。下；電顕で観察した異常
タンパク質の凝集体（ユビキ
チン抗体でラベルされてい
る）。

本学教員の研究成果から

教
学
・
就
職
支
援
体
制
の
成
果
を

あ
ら
わ
す
高
い
就
職
内
定
率

一
期
生
2
7
8
人
の
う
ち
1
8
5
人

が
就
職
を
希
望
し
、
95
％
の
1
7
6
人

が
内
定
を
得
ま
し
た（
12
月
15
日
現
在
）。

先
輩
が
お
ら
ず
、ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
頑
張

り
が
こ
の
素
晴
ら
し
い
結
果
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
少
な
い
人
数
で
あ
り
な
が

ら
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き

た
教
職
員
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
指
導
の

成
果
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
社

会
全
体
と
し
て
経
済
状
況
が
好
転
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
も
、
追
い
風
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

内
定
先
企
業
は
医
薬
品
関
係
を
中
心

に
、
食
品
、
化
学
、
情
報
な
ど
多
様
な
ジ

ャ
ン
ル
に
わ
た
り
、さ
ら
に
比
較
的
大
企

業
に
就
職
す
る
学
生
が
多
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
学
が
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
の「
基
礎
分
野
」に
絞
っ
た

５
つ
の
コ
ー
ス
を
設
置
し
、そ
れ
ぞ
れ
に

専
門
性
を
追
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
築
し
た
こ
と
で
、
就
職
の
間
口
が
広

が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
を

受
け
入
れ
る
企
業
側
と
し
て
は
、「
大
学

と
し
て
の
就
職
実
績
が
な
い
」と
い
う
不

利
な
点
を
考
慮
さ
れ
な
が
ら
、そ
の
一

方
で
産
官
学
連
携
の
研
究
に
取
り
組
む

教
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
高
く
評
価
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
３
回
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
者
は
全
体
の
40
％
に
の
ぼ
り
、昨
年

度
の
参
加
率
の
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
学
生
の
実
社
会
で
の
体
験
へ
の

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、大
学
側
も
今
年
の
経
験
を
、よ
り
充

実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
に
反
映

さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
国
公
立
大
学
を

中
心
に
多
数
が
大
学
院
に
合
格

一
方
、大
学
院
進
学
希
望
者
は
81
人
。

（
12
月
8
日
現
在
）
そ
の
う
ち
東
京
大

学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
な
ど
国
公

立
の
大
学
院
を
中
心
に
47
人
が
合
格
し

て
い
ま
す
。
９
月
の
中
ご
ろ
に
は
国
公
立

の
試
験
結
果
が
出
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
成
果
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
相
手
大
学
も
、
本
学
の
学
力

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
評
価
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

認
可
申
請
中
で
あ
っ
た
長
浜
バ
イ
オ
大

学
大
学
院
は
、11
月
末
に
設
置
認
可
が

下
り
ま
し
た
。
同
大
学
院
に
は
30
名
が

受
験
を
希
望
し
て
お
り
、
12
月
中
に
入

学
試
験
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

就
職
お
よ
び
進
学
を
決
め
た
学
生
諸

君
の
前
に
は
、
ま
た
新
た
な
未
来
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
進
む
べ
き
方
向
、そ
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ど
の
よ
う
に
社
会

や
人
々
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
の
か
を
よ

く
考
え
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
人
材

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

誕
生
。
よ
り
よ
い
研
究
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
し
て

本
学
は
私
立
で
す
が
、
滋
賀
県
湖
北

地
域
の
教
育
機
関
の
中
心
と
し
て
県
と

市
が
支
援
し
て
い
ま
す
。ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
誕
生
は
、
大
学
研
究
と
自
治
体
と

の
連
携
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
研
究
内
容
は
１
年
や
２
年
で
実

用
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、軌

道
に
乗
り
企
業
と
し
て
独
立
で
き
れ
ば
、

地
域
雇
用
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
し
て
も

貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
本
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
特
長
と
し
て
、科
学
研
究
費
、自
治
体

や
近
畿
経
済
産
業
局
な
ど
か
ら
の
補
助

金
を
ト
ー
タ
ル
で
見
る
と
、
絶
対
値
は

低
い
も
の
の
一
人
当
た
り
の
額
は
非
常

に
高
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、2
0
0
6

年
度
は
昨
年
度
の
お
よ
そ
2
倍
を
得
て

い
ま
す
。
大
学
と
し
て
も
、こ
う
し
た
周

囲
の
期
待
に
応
え
、そ
れ
ぞ
れ
が
独
り

立
ち
で
き
る
ま
で
国
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

引
き
続
き
行
い
、
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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特色ある本学の教育・
研究の成果

2003年4月に開学した本学では来年3月、第一期
生が卒業を迎えます。多くの就職希望者が内定を勝ち
取り、また大学院合格者も相次ぐなか、下西学長に4
年間の教学と研究活動の成果についてお聞きしまし
た。

☆就職内定率　95％（12月15日現在）

一期生就職希望者185名／278名中

☆内定先企業内訳

製薬会社など医薬品関連22.5％の47社

食品関連14.3％の29社など

☆県内企業は33社で、のべ約55名が内定

○他大学大学院合格者　47名

○バイオ大大学院希望者　30名

下西学長に聞く

――開学4年間を経て

特色ある本学の教育・
研究の成果
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就職活動・進路の展望

学生の意欲と大学の支援で高い内定率！
１期生就職活動の中間まとめ
学生の意欲と大学の支援で高い内定率！
１期生就職活動の中間まとめ

就職指導教員・植月先生に伺いました。
就職内定率は12月15日現在、95%に達し、卒業生の先輩のいない新設大学としては、評価で
きる成果を挙げています。
社会全体として求人が増えたこともありますが、やはり学生自身が目的意識をしっかり持ち、
意欲的に就職活動に取り組んだこと、大学として全員面接やキャリア講座、業界研究会などに
よって、一人ひとりにきめ細かい支援ができたことが要因として挙げられます。
内定先としては、医薬品関連や食品関連などが多く、技術職だけでなく、営業職でもバイオの
知識を評価されて採用につながるなど、本学の教育が社会に認められた結果となっています。
今回の経験を２期生以降にもつなげ、さらに就職支援を強化していきたいと考えています。

内定先：森永乳業株式会社
石橋　侑樹さん（愛知・愛知高校出身）

自分自身を見つめ直す時間を持てた事が、就職活動を通

して得られたことです。今までの経験、現時点での自分の力、

将来の目標を、改めて客観的に考え直す機会が就職活動でした。そうす

ることで、何気なく生活しているだけでは気付かなかった、自分の長所

や短所に気付き、新たな自分に出会えました。また、企業の中で自分のや

りたい事を見つけ、目標にする事が出来ました。これらの経験が自分の

成長の機会となり、将来に向けての大きな一歩になったと思います。

内定先：株式会社サンプラネット
中村　拓路さん（愛知・大成高校出身）

就職活動中、ある企業の採用選考試験で「社会人として
必要なものは何か」という質問があり、私はすごく困惑して

しまいました。自分は、まだ社会を体験した事のない甘えた学生であるに
もかかわらず、理想ばかりを求めていた事に気がつきました。今の自分が
あるのは、家族や友人がいて、多くの人に支えてもらえたからだと思いま
す。その事にやっと気付いた時、私は自分の生き方を見つける事ができま
した。これから社会人として生きていく中で、今まで多くの人に支えられ
てきた分、今度は人を支えてあげる事のできる人間になり、信頼を築きあ
げ、人との繋がりを大切にして生きていきたいと思いました。
就職活動を通じて様々な事を考えることができ、私がこれから生きていく
上でも、とても大切な時間だったと思います。

内定先：日本アジア投資株式会社
宇野　悠さん（高等学校卒業程度認定試験）

就職活動は就職という、自分の将来（少なくとも直近の将
来）を決定する活動です。未来をどのように創っていきたい

か、日々真剣に具体的に考え、心から望む未来を掴むため、戦略
を練り行動しました。同時に、就職活動中に出会った友人達と連日、将来・
夢について語り合いました。
沢山の人に助けてもらい、恩返しをしたいという気持ちが私の向上心を

かき立て、一人では抱えきれない「強さ」を身につけることとなりました。
そして、仲間の存在が、自分の将来（夢）を決して諦めず、正面から取り
組むという「勇気」を与えてくれたのだと思います。就職活動は私にとっ
て、未来を具体的に現実的に考え、実行へ移す契機となりました。

内定先：インフォコム株式会社
中島　千史希さん（岐阜・大垣東高校出身）

大学院へ進学しようと思っていたのですが、将来を考えた時
に、自身を人間的に成長させたいと思うようになり、ＳＥなら、コ

ンピューター技術の向上だけではなく接客も学べると考えて志望しま
した。内定を頂いたインフォコム株式会社へは、面接の時に訪問をし、明るく自
由な雰囲気の職場に魅力を感じ、ここで働きたい!と思いました。同社の事業の
中でも健康や薬といったライフサイエンス事業に興味があります。将来はバイ
オインフォマティクスの知識を身につけ、新薬開発の仕事にも携わることがで
きればと思います。大学生活を振り返ると、授業は専門的な科目が多く大変な
時もあったけれど、先生方との距離がとても近く、名前や顔を覚えていただけ
るようなアットホームな大学だと思います。

内定先：扶桑化学工業株式会社
山添　銀子さん（京都・京都共栄学園高校出身）

私は学んできたバイオサイエンスを活かす仕事がしたいと考

えていた中で、二つのアプローチの方法を知りました。一つは

バイオを主とする分野で学んだことの全てを活かすこと、もう一つはあえて違

う分野で必要な時にバイオの知識でサポートするということ。私は後者を選び

ました。縁の下の力持ちという言葉を小さな頃から身近に感じていたので、自

分が社会に出たときにそうでありたいと思ったからです。来年から扶桑化学工

業株式会社で働きます。私はこの会社で働くことを求め、会社から必要として

頂いたと感じたからです。化学は苦手でもこの会社で出来ることがあると思っ

ています。就職活動は自分自身の成長に繋がる最良の機会でした。

内定先：グラクソ・スミスクライン株式会社
岡崎　瞳さん（大阪・四条綴高校出身）

情報収集力、物事を進めるスピードの向上、広い視野、

時間管理の上達、同じ目標に向かう友人達との出会い等、

それは一言ではいい表せないほど、多くのものを築く事が出来ました。就

職活動期間中は、将来の自分がどうありたいか、具体的に１年後、３年

後、５年後の自分は、どうありたいかを真剣に考え、実際に行動する大き

なきっかけとなりました。将来の自分を考える上で最も有意義な時間にな

ったと思います。また、自分自身の長所や短所を知り、長所がさらに伸び

た時期だと思います。卒業後の進路も決まり、大きな目標も出来ました。

これからも新しい事にどんどんチャレンジしていきたいと思います。

成長の軌跡・就職活動を終えて　内定者の声
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2
期
生
も
自
信
満
々
の
就
活
、
い
よ
い
よ
本
格
化

2
期
生
も
自
信
満
々
の
就
活
、
い
よ
い
よ
本
格
化

2
0
0
8
年
度
入
社
と
な
る
、
2
期
生
の
就
職
活
動
も
い
よ
い
よ
本
格
化
。

今
年
は
昨
年
を
上
回
る
78
人
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
に
参

加
し
て
、
進
路
が
明
確
に
!!

実
習
先：

株
式
会
社
島
津
製
作
所

西
井

薫
さ
ん

（
京
都
・
平
安
女
学
院
高
校
出
身
）

実
際
に
職
場
を
見
る
こ
と
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
だ
け
で
は
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
雰
囲
気
の
よ
う

な
も
の
を
知
り
た
い
と
い
う
理
由
で
実

習
に
参
加
し
ま
し
た
。

実
習
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
職
場
の

雰
囲
気
を
少
し
で
も
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
が
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
江
崎
グ
リ

コ
・
中
央
研
究
所
の
皆
様
の
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
得
ら
れ
た
こ
と
は
と

て
も
多
か
っ
た
で
す
。

実
習
前
は
今
後
の
進
路
を
ど
う
す
る

か
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
習
中

の
各
説
明
お
よ
び
職
場
の
雰
囲
気
を
知

る
こ
と
で
、
就
職
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
実
習
で

の
一
番
の
収
穫
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、バ
イ
オ
技
術

の
利
用
の
さ
れ
方
を
知
る
と
共
に
、多
く

の
人
と
出
会
い
自
分
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
習
期
間
が
5

日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
だ
っ
た
事

と
、
実
習
生
が
私
一
人
だ
っ
た
の
で
目
的

が
達
成
で
き
る
の
か
、と
い
う
不
安
で
一

杯
で
し
た
。
し
か
し
実
習
中
は
島
津
製

作
所
の
方
に
丁
寧
に
温
か
く
接
し
て
頂

き
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
実
習
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
実
習
後
は
、
実
際
に

企
業
説
明
会
等
で
積
極
的
に
質
問
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
通
し
て
成
長
し
た
と
実
感
で
き

る
こ
と
が
多
々
あ
り
、こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
も
ら
っ
た
事
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
方
に
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

新
し
い
自
分
の
発
見
や
、成
長
を
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
の
声

実
習
先：

江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社
・
中
央
研
究
所

小
原

康
雄
さ
ん

（
大
阪
・
北
千
里
高
校
出
身
）

新
し
い
自
分
と
の
出
会
い

2006年度インターンシップ実習受入企業の一覧（五十音順／敬称略）

イビデンエンジニアリング株式会社
江崎グリコ株式会社
大阪薬研株式会社
大塚産業クリエイツ株式会社
大原薬品工業株式会社
オリエンタル酵母工業株式会社
カシロ産業株式会社
株式会社紀伊國屋書店
株式会社島津製作所
株式会社日吉

関西オートメ機器株式会社
京都電子工業株式会社
月桂冠株式会社　
厚生産業株式会社
シリコンリナックス株式会社
新江州株式会社
大正薬品工業株式会社
大成建設株式会社
大和化成株式会社
高橋金属株式会社　　

東レ株式会社 機能材料研究所　
東レ株式会社 地球環境研究所
浜理薬品工業株式会社　
日野薬品工業株式会社
ヤンマー株式会社
洛東化成工業株式会社
和研薬株式会社
和光純薬工業株式会社

国立循環器病センター研究所　
財団法人 岐阜県公衆衛生検査センター　
滋賀県工業技術総合センター
滋賀県水産試験場
滋賀県農業技術振興センター　

民
間
企
業

公
的
研
究
機
関

※掲載にご了承いただいた一部の企業・事業所様のみ紹介させていただきました。

滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター
独立行政法人 産業技術総合研究所　関西センター
独立行政法人 産業技術総合研究所　中国センター
独立行政法人 日本原子力研究開発機構
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Interview

研究室訪問●7
西　義介教授
●蛋白質工学研究室

●西　義介
（にし　よしすけ）

今回の研究室訪問は、長年に
わたる企業での幅広い研究実績
を活かして、分子進化工学の実
験による優れた抗体の創造をめ
ざした研究を続けておられる西
義介先生を、蛋白質工学研究室
に訪ねました。

「
マ
ウ
ス
抗
体
を
使
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
配
列
解
析
方

法
の
確
立
」を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
抗
体
と
は
、

体
の
中
に
あ
り
、
病
気
の
元
に
な
る
抗
原
に
立
ち
向
か

い
、こ
れ
に
結
合
し
て
排
除
す
る
と
い
う
優
れ
た
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
能
を
別
の
目
的
に
利
用
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
大
腸
菌
と
フ
ァ
ー
ジ（
大
腸
菌
を
コ

ピ
ー
マ
シ
ン
に
し
て
増
え
る
ウ
ィ
ル
ス
で
す
）を
使
い
ま

す
。
フ
ァ
ー
ジ
は
大
腸
菌
に
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
の

敵
で
す
が
、
こ
れ

を
人
間
の
役
に
立

て
る
よ
う
に
仕
立

て
ま
す
。
大
腸
菌

に
感
染
さ
せ
る
と
、

沢
山
の
子
フ
ァ
ー

ジ
が
菌
を
食
い
破

っ
て
外
に
出
て
き

ま
す
が
、こ
の
時
、

遺
伝
子
操
作
し

て
、抗
体
を
持
っ
た

ま
ま
生
ま
れ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま

す
。
ア
ミ
ノ
酸
、
お

聞
き
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
元
気
の
活

力
の
元
で
あ
り
、体
を
作
っ
て
い
る
元
で
す
。
こ
の
ア
ミ
ノ

酸
が
繋
が
っ
た
分
子（
ペ
プ
チ
ド
）の
配
列
を
見
分
け
る

眼
と
口
を
持
っ
た
鵜
の
役
割
を
こ
の
抗
体
フ
ァ
ー
ジ
に
や

ら
せ
ま
す
。
私
は
鵜
匠
で
す
。
紐
を
巧
み
に
使
っ
て
、分
子

の
配
列
に
結
合
し
た
抗
体
フ
ァ
ー
ジ
を
捕
っ
て
き
ま
す
。

鮎
を
捉
ま
え
る
鵜
の
よ
う
な
優
秀
な
フ
ァ
ー
ジ
抗
体
を

捉
ま
え
ま
す
。
こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
最
後
に
、
超

ス
ー
パ
ー
エ
リ
ー
ト
抗
体
フ
ァ
ー
ジ
を
選
ぶ
の
で
す
。
こ

れ
を
、
生
物
の
試
験
管
内
の
進
化
、
分
子
進
化
工
学
と

呼
び
ま
す
。
自
然
の「
進
化
」と
の
大
き
な
違
い
は
、
試
験

管
の
中
で
自
分
の
思
い
通
り
の
方
向
に
進
化
を
進
め
る

事
が
出
来
る
こ
と
で
す
。

抗
体
の
構
造
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
！
一
番
良
い
例
え

は
両
掌
で
作
っ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
す
。
人
差
し
指
と
中

指
と
薬
指
が
抗
体
の
眼
で
あ
り
手
で
す
。
６
本
の
指
で

外
敵
の
抗
原
を
取
り
込
む
よ
う
に
結
合
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
両
手
で
は
な
く
片
手
だ
け
で
同
じ
役
割
を
す
る

抗
体
を
持
っ
て
い
る
生
物
も
い
ま
す
。
こ
の
生
物
の
持
つ

ア
イ
デ
ア
を
何
と
か
利
用
し
た
い
と
考
え
て
、
日
夜
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
目
標
は
優
秀
な
鵜

を
揃
え
た
鵜
匠
に
な
る
こ
と
で
す
ね
。

―
―
2
0
0
5
年
に
は
、
大
学
発
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業「
プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
㈱
」を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
？

組
み
換
え
タ
ン
パ
ク
質
を
試
験
管
で
再
生

さ
せ
て
、
分
子
標
的
医
薬
の
開
発
に
繋
が

る
材
料
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
開
発
研
究

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、ヒ
ト
の
遺
伝
子
を

大
腸
菌
で
発
現
・
培
養
し
て
、タ
ン
パ
ク
質

を
作
り
ま
す
。
大
腸
菌
は
作
っ
た
タ
ン
パ
ク

質
を
嫌
が
っ
て
ゴ
ミ
溜
め
に
丸
め
て
押
し

込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
も
っ
た
い
な

い
の
で
、こ
れ
を
再
生
す
る
た
め
の
装
置
を

開
発
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、
医
薬
品

開
発
」
向
け
の
タ
ン
パ
ク
質
製
造
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で

あ
ら
ゆ
る
対
応
が
出
来
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
学
生
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
イ
オ
の
世
界
で「
根
性
」と
い
う
と
少
し
不
釣
合
い
な

感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
瞬
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
成

り
立
た
な
い
の
が
バ
イ
オ
の
世
界
で
す
。
他
の
科
学
で
も
そ

う
で
し
ょ
う
。
結
果
の
出
な
い
徒
労
に
終
わ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
で
も
、
そ
こ
で
あ
き
ら
め
ず
、
粘
り
強
く
研
究
に

取
り
組
め
る
力（
気
力
、根
性
）が
必
要
で
す
。Serendipity

と
い
う
難
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、ラ
ッ
キ
ー
と
い
う

や
つ
で
す
。
研
究
に
は
必
要
な
の
で
す
が
、じ
っ
く
り
頑
張

っ
て
や
っ
て
い
る
と
、こ
れ
が
降
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
常
に
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に「
実
験
ノ
ー
ト
」を
つ

け
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
実
験
の
流
れ
と

得
ら
れ
た
成
果
に
加
え
、
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、
同

じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
重
要
な
作
業
で
す
。
今

日
の
失
敗
を
糧
に
、
明
日
の
工
夫
を
考
え
る
。
自
分
で
考

え
て
行
動
す
る
能
力
を
養
う
の
に
と
て
も
役
に
立
つ
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
夢
と
繰
り
返
す
失
敗
に

も
耐
え
ら
れ
る
根
性
、そ
れ
に
加
え
て
、あ
る
意
味
で
楽
観

的
な
素
養
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の

中
か
らS

erendipity

が
降
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

前職の日本たばこ産
業㈱の主席研究員と
して長年にわたり培
ってきた、遺伝毒性
から組織培養、遺伝
子の研究、ゲノムワ
ッピング、抗体工学
といったさまざまな知識・技術をベースに、
蛋白質の大量精製とリフォールディングによ
る再生技術を確立する手法を研究。長浜バイ
オ大学発のベンチャー企業「プロテオジェネ
シス㈱」も立ち上げ、専用装置の開発などに
携わっている。
京都大学農学部農芸化学科（生物化学専攻）
卒業。日本専売公社中央研究所生物実験セン
ター主任研究員、ハーバード大学付属ボスト
ン小児病院（遺伝学教室）リサーチ・フェロ
ー、日本たばこ産業㈱生命科学研究所・主席
研究員、同社生命分子工学研究プロジェクト
リーダー、同社企画グループ監査役・企画経
営部選任調査役を経て現職。薬学博士（東京
大学）。神戸市出身。

―
―
抗
体
工
学
、
進
化
分
子
工
学
、
細
胞
遺
伝
毒
性
学
、

分
子
腫
瘍
学
と
多
様
な
分
野
の
研
究
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
最
近
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
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産官学共同研究・
事業開発センターだより

拡
大
す
る
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
取
り
組
み

経
済
産
業
省
の
支
援
を
受
け
て
、
本
学
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
で
は
、
3
種
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
以
下
に
報
告
し
ま
す
。

●
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
の
開
催

（
8
月
8
日
開
催
）

●
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
2
0
0
6
へ
参
加

（
9
月
13
日
〜
15
日
）

●
バ
イ
オ
シ
ン
ポ
「
植
物
工
場
の
現
状
と

将
来
」
開
催
（
11
月
17
日
開
催
）

本
学
の
中
村
卓
講
師
が
、

平
成
18
年
度
学
術
研
究
振
興

資
金
を
受
給

滋
賀
県
域
に
あ
る
バ
イ
オ
関
連
企
業
の
相
互
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
本
交
流
会
で
は
、
第
一
部
と
し
て
、
本
学
発
バ
イ
オ
ベ

ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
長
浜
バ
イ
オ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
㈱
、
プ
ロ
テ

オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
㈱
、
㈱
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ー
マ
や
、
長
浜

バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
入
居
し
て
い
る

企
業
と
し
て
、
バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱
、
㈱
フ
ィ

ジ
カ
ル
、
日
本
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ア
グ
リ
㈱
な
ど
10
社
が
講
演

に
よ
っ
て
事
業
内
容
や
将
来
構

想
を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
、
本
交
流
会
に
参
加
し
た

企
業
合
計
24
社
が
パ
ネ
ル
展
示

に
よ
っ
て
事
業
内
容
を
紹
介
し

ま
し
た
。
本
交
流
会
の
参
加
者

は
、
約
1
6
0
名
と
盛
況
で
、

本
地
域
以
外
の
参
加
者
も
多

く
、
本
学
を
バ
イ
オ
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
へ
の
期
待
が
大
き
い
こ

と
が
理
解
さ
れ
ま
し
た
。

我
国
で
の
最
大
の
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
2
0
0
6
に
本
学
は
初
め
て
出
展
し
ま

し
た
。
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
は
国
内
の
バ
イ
オ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
勿
論
最
大
で
す
が
、
海
外
か
ら
の
出
展
も
多
く
、

今
や
国
際
的
な
バ
イ
オ
関
連
イ
ベ
ン
ト
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
本
学
は
産
官
学
共
同
研
究
・
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
ブ
ー
ス
出
展
し
、
本
学
の
紹
介
、
本
学
と

連
携
し
て
い
る
バ
イ
オ
企
業
な
ど
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
の
学
術
研
究
振
興
資
金
は
、

1
7
9
研
究
課
題
の
応
募
の
中
か
ら
、
学

術
研
究
振
興
資
金
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

56
研
究
課
題
が
採
択
さ
れ
、
1
億
9
2
0

万
円
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た

研
究
課
題
は
、
大
学
55
研
究
、
短
期
大
学

が
1
研
究
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
の
中

村
卓
先
生
の
研
究
課
題
も
そ
の
交
付
の
対

象
と
な
り
、「
農
学
」
の
研
究
分
野
に
お
い

て
、
1
5
0
万
円
の
研
究
資
金
の
交
付
を

受
け
ま
し
た
。

交
付
の
対
象
と
な
っ
た
研
究
課
題
は
、

『
遺
伝
子
改
変
耐
熱
性
酵
素
に
よ
る
有
用
物

質
生
産
―
シ
ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素
で
の
非

天
然
ア
ミ
ノ
酸
合
成
―
』
で
、
超
好
熱
性

古
細
菌
由
来
の
耐
熱
性
シ
ス
テ
イ
ン
合
成

酵
素
を
遺
伝
子
工
学
技
術
と
計
算
機
に
よ

る
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
り
構
造
改
変
し
、
本

酵
素
の
基
質
特
異
性
の
拡
大
と
反
応
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
得
ら
れ
た

酵
素
を
利
用
し
て
、
医
薬
品
前
駆
物
質
な

ど
有
用
性
の
高
い
非
天
然
ア
ミ
ノ
酸
の
環

境
負
荷
の
少
な
い
汎
用
的
・
経
済
的
合
成

を
確
立
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
バ
イ
オ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
植
物
工
場
の
現

状
と
将
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。
植
物
工
場

は
、
異
常
気
象
が
続
き
、
農
業
に
従
事
す
る
後
継
者
が
不

足
し
、
一
方
で
安
全
な
野
菜
を
求
め
る
消
費
者
が
増
え
る

中
、
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
分
野
で
す
。
本
学

で
は
既
に
植
物
工
場
を
運
営
・
開
発
し
て
い
る
企
業
と
連

携
し
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
性
も
考
え

る
と
、
滋
賀
県
域
で
の
有
望
な
バ
イ
オ
分
野
の
ひ
と
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
東
海
大
学
の
高

辻
先
生
の
基
調
講
演
を
皮
切

り
に
、
植
物
工
場
を
運
営
し

て
い
る
4
社
の
実
情
を
報
告

し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
北
は
東
北
か

ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
か

ら
2
0
0
名
を
超
え
る
聴
講

者
が
集
ま
り
、
活
発
な
論
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
分
野：

農
学

「
遺
伝
子
改
変
耐
熱
性
酵
素
に
よ
る
有

用
物
質
生
産
―
シ
ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素

で
の
非
天
然
ア
ミ
ノ
酸
合
成
―
」

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
学
長
の
下
西
先
生
が
、「
大
学
に
お

け
る
人
材
育
成
」
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
水
上
教
授
が
「
産
学
官

連
携
の
成
功
モ
デ
ル
を
求
め
て
」

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
開

催
期
間
中
の
本
学
の
ブ
ー
ス
へ

の
訪
問
者
は
非
常
に
多
く
、
本

学
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。
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リレーエッセイ

「全入時代」入試の幕開け

なぜなんでしょう

環境生命科学コース

池内俊貴先生
どこかおかしいと思うことがあります。
私を「アウトドアな人」と見る向きがあるので
す。しかし、実際は読書が趣味という極めてイン
ドアな人間なのです。
実習用にブルーギルなどの外来魚を釣っている
からかもしれません。でも、趣味ではありませ
ん。そもそも外来魚を実習に使うことになったの
は、滋賀県立大学から TA（授業を補助する大学
院生）に来られたフィールドワークの専門家に勧
められてのことです。
最初の年はその方が魚を無料で提供してくれま
したので、もの凄く生臭いという非常に些細な点
を除けば何の問題もなかったのです。ところが、
次年度からは只で貰えないことが実習の少し前に
わかりました。購入するとかなりの金額になるそ
うです。しかし、買うまでもなく釣ってみれば案
外イケるとのことでした。「しんどそうやし止め
てまう」という選択肢もあったのですが、テキス
トも刷られていますし勧めて下さった方に悪いの
で、釣ってみることにしました。
ところが、インドア派の私は釣りは素人です。

竿なども持ってはいません。それどころか針の付
け方すらわかりません。
それでもとりあえず千円くらいの安い釣りセッ
トを買い、色々調べてなんとか針を糸にくくりつ

け、人が釣りをしてる湖畔へ向かいました。餌に
は現地でミミズを採取しました。
良いのか悪いのかわかりませんが、プリプリに
太ったミミズを適当な大きさに刻んで針に付け、
水に入れること数分。びちびちびち、と２０ｃｍ
くらいのブルーギルが釣れたのでした。
今思い返しても冷や汗が流れる程にいい加減な
釣りですが、それでも釣れてしまうのです。ブル
ーギルという魚がとんまだというのもあるのでし
ょう。しかし、次から次へと針に掛かるのは、そ
れだけ存在するということですから、その生物量
に僅かではありますが恐怖すら覚えました。結
局、数日かかりはしましたが、一人で二百数十匹
を釣りあげたのでした。
以上のように、愉しみというよりは半ば修行の
ように毎年釣りをしているのです。楽しそうに見
えてしまうとすれば、それは私に何か誤った固定
観念を持っているからではないでしょうか。
また、実習の為に産まれて初めて購入したウェ
ーダー（胸の高さまであるゴム長靴）を履いてい
ると、「すごく似合う」と言われることがしばし
ばありますが、これも同様でしょう。少々値の張
る格好いい服を着ていても、「すごく似合う」と
は決して言われはしないのですから、やはりどこ
かおかしいと思うのです。

大学を取り巻く状況は、この数年で大き

く様変わりしてきています。全体の少子化

により受験人口が毎年減少しており、「学校

基本調査」から予測すると、数字的には

2007年はすべての大学・短大進学希望者が

入学出来る「全入時代の到来」と言われて

います。ご存知のように、すでに全国大学

の４割が募集定員割れとなってきており、

国公立大学をはじめ多くの大学で様々な募

集の取り組みがされています。

特に私立大学の場合は、新学部･学科の設

置や多様化入試、学費･受験料減額など、矢

継ぎ早に大きな取り組みがされてきていま

す。こうした動向の中で受験生は、年々強

気の志望となってきており、都市部を中心

とした難関有名大学や、医薬･保健･教育な

どの資格､実学系大学への志向が高くなって

きており、一方それ以外の大学では入試易

化が益々進んでいます。

学部系統では理系受験者全体の減少率が

文系よりも大きく、特に私立大学では一般

理工系での受験者減少が続いています。

こうした全体の入試環境の下、本学とし

て５期生募集が10月28日の「指定校特別推

薦入試」「３年次編入学試験」を皮切りにス

タートし、現在、11月25日・26日で「一

般公募制推薦入試A・B」が実施され12月

5日に発表と年内での入学手続となります。

他大学の推薦入試動向と同様、本学でも

受験生の強気の受験志向や浪人生激減のた

め、若干ですがはじめて前年受験者244名

を下回るスタートとなっています。

推薦入試での受験動向は、本学一般入試

でも同様の傾向として現れ、全体的には受

験者の減少が予想されますが、入試方式を

昨年と変更しており、例年多くの受験者を

集めている前期日程入試を複数日で実施す

ることや、大学入試センター利用方式に私

立型の新導入と併願受験料減額を行い、受

験者の大幅な減少とはならないように対応

しています。しかし、受験者の減少傾向は

免れませんので、各入試方式での合格者は

増加させることとなるので、これまでの入

試で最も合格チャンスの高まる入試になる

ものと思われます。ですから、本学進学を

強く希望される受験生のみなさんは、一般

入試まであせらずじっくりと教科学習を続

けて、自信をもって本学入試に挑んでくだ

さい。

大学入試の現状 2007年度長浜バイオ大学入試の動向

【一般公募制推薦入試（定員３０名）の実施結果】

□志願者数 ２４０名（志願倍率８.０倍）

□受験者数 ２３９名（現役２１１名、１浪２９名

男子１８５名、女子５５名）

□合格者数 １１９名（実質倍率２.０倍）

□合格最低点 Ａ方式(英＋理＋調査書) ２０６点/３００点

Ｂ方式(英＋数＋調査書) １９３点/３００点

一般入試日程

入試方式 出願期間 試験日 発表日

一般入試前期Ａ方式
１/５～１/１９

１/３０
２/１２

一般入試前期Ｂ方式 １/３１

一般入試中期 １/５～２/１５ ２/２１ ２/２７

一般入試後期 １/５～３/２ ３/８ ３/１５

大学入試ｾﾝﾀｰ利用Ａ方式 １/５～１/１９ 本学独自 ２/１２
大学入試ｾﾝﾀｰ利用Ｂ方式 １/５～１/２９ 試験なし




